
コレステリルグルコシドを介する新たな細胞内ストレス応答の分子機構

糖脂質の一種であるコレステリルグルコシドは、ストレス応答の初期に細胞内で生合成され、Hsp誘導のため

 
の脂質性メディエーターとして機能することを見出した。また、Hsp誘導剤として、消化器潰瘍をはじめとする疾

 
患の治療・予防に利用可能であることが示された。今後は、合成機能分子としてのステリルグルコシドに着目し、

 
細胞の熱ストレス応答における本分子の役割を解明するために、相分離領域としてのラフトの形成と膜タンパ

 
ク質集積に及ぼす影響について人工膜モデル系で解析する。
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